
 

 

 

 

各分野における子育て移動応援の取組紹介 

資料４ 



 

 

 

 

東日本旅客鉄道株式会社 

資料４-１ 



JR東日本グループでは、「子育て支援事業」と「仕事と家庭の両立」をサポートし、暮らしやすい沿線づくりを目
指し「HAPPY CHILD PROJECT」に取り組んでいます。モビリティ・生活ソリューションの各ビジネスの強みを
活かして、子育てのさまざまな不安・負担の解消に貢献し、社内外との共創・協業により子どもと子育てのより良
い未来に挑戦しています。

〈Website〉 子育て支援事業「HAPPY CHILD PROJECT」：JR東日本 (jreast.co.jp)
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・駅型保育園

・駅型学童

・送迎保育ステーション

・子育て支援住宅

JR東日本グループの子育て支援事業「HAPPY CHILD PROJECT」

北海道から沖縄まで全国に展開（設置箇所数は２６９箇
所）2025年2月より車いすレンタルサービスも展開。
※2025年11月1日現在

外出先でも便利に利用できる
予約可能なベビーカーレンタルサービス

お子さまが駅の自動改札機を通過すると
ご家族に通知が届くサービス

2025年4月1日から対象者を拡大し、19歳以上も含
めたすべての方がまもレール利用可能に。

子育て支援施設の開設

首都圏を中心とした沿線への子育て支援施
設の整備を展開。2025年時点で累計175
箇所開設。

https://www.jreast.co.jp/kosodate/


親子双方の時間価値の向上の取り組み

JRならではの「お仕事体験コンテンツ」とあすいくの「保育サービス」を融合
させた、新たな付加価値をつけた「コト体験」を共同制作。

「株式会社あすいく」の提供する子育て支援サービス（一時預かり保育）を多様な利用シーンに取
り入れることにより親子双方の「時間価値」の向上を目指しています。

コト体験の販売

企画・運営

応募・決済

お客さま
コト体験の
提供依頼

・コト体験の造成
・お預かり場所の確保
・当日のアテンド対応

•募集プラッフォーム運営
 （決済管理）
•参加者の個人情報管理
•保育士の手配
•全体ディレクション

共催

駅での一時預かり事業「駅いく」

・2025年７月 駅いくin八戸駅×TOHOKU EMOTIONによる「新しい親子旅」

・2025年９月 駅いくin大宮駅×鉄道博物館 他

子育て世代の自分時間の確保やリフレッシュを目的として、駅ビル館内で保
育士が子どもをお預かりし、育児中のママやパパに、ゆったりショッピングや
のんびりランチなど、ゆっくりする時間を提供しています。
・2025年４月 アトレ恵比寿で実施
・2025年５月・1１月 ルミネ立川で実施

ショッピングセンターでの一時預かり事業「ハピいく」



駅を学びの場として活用する試みとして、 「JR東日本スタートアッププログラム」の採択企業で
子ども向け教育事業を中心に展開するSOZOW株式会社と共創し、駅を起点として子どもたち
の「創造と地域探究のネットワークを共創」する新たなプロジェクト「旅するキッズパーク」の実証
実験を開始しました。

「SOZOW フェス Akita 2025 Summer」
• 期間：2025 年 7 月 19 日（土）〜8 月 6 日（水）
• 場所：秋田駅ビル
• 内容：子どもが主役となり、AI、映像制作、ロボットなどのテ
クノロジーを活用し、地域とつながる探究プログラムの体験。

【旅するキッズパーク実証実験】

・キッズパーク：駅ビル等で移動型ポップアップイベント
・タビ（旅）：地域探究サマーキャンプによるリアルな学び
・ワークショップ：オンライン・オフラインを往来する学びとコミュニティ

オンライン探究プログ
ラムに強み

SOZOW株式会社

駅や駅ビルを広域に展開

JR東日本グループ

新たな学びのプラットフォームを創造

複数駅での展開・常設化やオンラインと連携し
た学びのネットワーク化を目指していきます。

狙い・位置づけ

親子双方の時間価値の向上の取り組み



「JR東日本スタートアッププログラム」採択企業であるGigi株式会社、株式会社ジェイアール東日本都市開
発と共創し、「ビーンズ武蔵中原」において、JRE POINT を活用した「こどもごちめし」の実証実験を開始。
JRE POINT会員さまより寄付いただいたポイントをもとに、「こどもごちめし」のシステムを活用し、駅直
結の商業施設の飲食店から子どもたちに食の支援を届ける新しい取組みです。
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“こども食堂”の新しいかたちを検証

こどもごちめしの新しいかたちとして、 JRE POINTを活用した「ビーンズ武蔵中原こども
ごちめし実証実験」を2025年11月20日に開始しました。

こどもごちめしは、地域の飲食店をこども食
堂として活用し、支援を必要としている家庭
の子どもたちに食事を届ける仕組みです。
企業や個人・自治体からの寄付・協賛・補助金
などによって運営されています。

ビーンズ武蔵中原こどもごちめし

こどもごちめしとは
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お子様連れのお客様への取り組み

2025年11月14日

JR西日本CS戦略部CS推進室



①大阪環状線323系車両ラッピング ②ベビーケアルーム「mamaro」設置 ③一貫した企業姿勢の情報発信

B 1 ポ ス タ ー （ 全 2 2 駅 ）

駅掲出物

ホ ー ム柵ス テ ッ カ ー （ ６ 駅 ）
（ 乗 車 位 置 案 内 ）

※ 改札 か ら 分 か る よ う に
背 面 ス テ ッ カ ー を 貼 付

１．大阪・関西万博を契機とした施策
現在、ベビーカースペース車両ラッピング（大阪環状線323系）、ベビーケアルームmamaro設置を実施中。
万博期間終了後、利用状況やアンケート結果、お客様の声を検証し今後の方向性を協議する。

お子様連れのお客様への取り組みについて

https://www.jr-odekake.net/railroad/kodomoodekake/banpaku/


２．お子様向けイベント
・送迎付学童事業「JRねんりんKids」：7/28（月）～7/29（火）芦屋駅にて開催済み

※事業共創プログラム「ベルナル」の一環で、hub株式会社と連携して共同検証（主幹：JR西日本イノベーションズ）

プレス資料URL：250612_00_press_Berunal_1.pdf (westjr.co.jp)

・体験型一時保育「駅いく」：あすいく・阪奈支社・駅と連携し、５/18（日）に四条畷駅で開催。
好評につき、第2回目を12/6日（土）に同駅で開催予定

３．こども家庭庁 ～こどもまんなかアクション～ との連携

こども家庭庁「こどもまんなか応援サポーター」として事業者登録済み。
実行したアクションを「＃こどもまんなかやってみた」「こどもまんなかマーク」をつけて
SNSなどで発信すると、取組好事例を庁のホームページや公式LINEで紹介してもらえる。

４．こどもおでかけ応援ポータルサイト「ミライ」
URL : https://www.jr-odekake.net/railroad/kodomoodekake/

【目的】 こども・子育てにやさしい社会づくりのための気運醸成
こどもや子育て中の方々が気兼ねなく様々な制度やサービスを利用できるよう、地域社会、企業など
様々な場で、こどもや子育て中の方々を応援するといった社会全体の意識改革を後押しする取り組み。
こどもや子育て世代にやさしい社会づくりを推進。

お子様連れのお客様への取り組みについて

https://www.westjr.co.jp/press/article/items/250612_00_press_Berunal_1.pdf
https://www.jr-odekake.net/railroad/kodomoodekake/


 

 

 

 

一般社団法人 日本民営鉄道協会 
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民鉄による
「子育て応援」の取り組み

一般社団法人 日本民営鉄道協会



1.西武鉄道 小児定期券を均一運賃で発売（2026年3月～）

一般社団法人 日本民営鉄道協会1



一般社団法人 日本民営鉄道協会2

2.東急電鉄 通学定期運賃値下げ



3.首都圏新都市鉄道 通学定期運賃値下げ（2026年3月～）

一般社団法人 日本民営鉄道協会3



一般社団法人 日本民営鉄道協会4

ご清聴ありがとうございました



 

 

 

 

一般社団法人 公営交通事業協会 
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地下鉄関係の子育て応援の取組

一般社団法人 公営交通事業協会



都営交通における子育て支援の取組

▶ 都営交通では、誰もが円滑に移動できる公共交通を目指し、お子様連れでお出かけしやすい
環境整備に取り組むなど、子育て支援の取組を推進している

都営地下鉄 日暮里・舎人ライナー都営バス 東京さくらトラム

都営交通アプリ

各列車の走行位置や

エレベータ利用ルートなど、
移動に便利な情報を発信

小児向け企画乗車券

期間限定で、小児用の

1日乗車券をお得な料金
(100円)で発売

親子で楽しめるイベント

スタンプラリーや子育て応援

スペース車内での読み聞かせ
など、様々な企画を展開

子育て応援スペース

フリースペースを装飾した

車両を都営地下鉄全線で
７１編成運行(令和７年1１月現在)

© Mercis bv

ベビーシート、ベビーチェア

都営交通の駅トイレにベビー

シート及びベビーチェアを整備
※大規模改良予定駅を除く当局管理駅に完備

こどもスマイルスポット

育児用品が購入可能な自動販

売機やベビーカー貸出を備え
たスポットを駅構内に展開

人にやさしい車両

フリースペースの設置など、

車内の快適性・利便性を向上

日暮里・舎人ライナーフリースペース

都営バス全路線において、

２人乗りベビーカーを
折りたたまずに乗車可能

2人乗りベビーカーの乗車
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路線バス等へのベビーカーでの乗車の取組

一般社団法人 公営交通事業協会













子育て世代に対する運賃等の割引

一般社団法人 公営交通事業協会







◆マタニティカード
妊婦の方が出産するまでの間、北九州市営バスの普通旅客運賃が割引（５割引）
となる乗車証を発行。

《申込について》
申請者は、市区町村が発行する「母子健康手帳」、その他身分証明書等を持参の上、
北九州市営バス営業所・案内所で手続きを行う。

《利用方法》
降車の際に、マタニティカードを運転者に呈示した上で、半額分の運賃を支払う。

《利用状況》
・令和５年度：４７件
・令和６年度：４２件

◆６歳未満の子ども運賃「全員無料化」
保護者が同伴する幼児（６歳未満）の運賃を「２人まで無料」から「全員無料」
に拡充（手続きは不要）。

• 平成２９年１２月から運用開始。

• 公式サイトに加え、母子手帳アプリ「きたきゅう子育て応援アプリ」（母子モ）で
の通知を行い、制度の周知を図っている。

マタニティカード・６歳未満の子ども運賃「全員無料化」
担当：北九州市交通局総務経営課

• 市営バスの利用促進や地域社会への貢献を果た
していくためにも、本割引制度の積極的なＰＲ
に努め、より多くの方に市営バスを利用してい
ただけるようにしていきたい。

≪今後の展望＞

≪取組のスケジュール≫

運賃割引制度

≪取組の概要≫

≪取組のポイント≫
【取組に関する図や写真等を掲載】

【福岡県北九州市】
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バス再興　10年ビジョン

2024年  9月



　バスは人々の生活や地域に無くてはならないサービスであり産業である。我々はこれまで人々の移動と
地域の基盤づくりを支える努力を続けていることを誇りにして使命を果たしている。

　一方、現在バスは、コロナ禍、燃料高、2024年問題による運転士不足など深刻な状況に直面している。
少子高齢化による輸送人員の減少が続く中で今回のコロナ禍により決定的なダメージを受け、需要は元
に戻ることはなく、エッセンシャルな事業でありながら維持が一層困難になっている。このままでは生活に
密着したバス交通が消えゆくことになりかねない。

　少子高齢化、人口減少、子育て支援、交通空白地域への対応といった顕在化する課題に対応し、
持続的にサービスを提供していくためには、安全を第一とし、利用者や地域とともに一層の利用拡大や
観光を含めた新たな需要創出に取り組むとともに、交通政策基本法の理念に基づき、国が地域とともに支援を
強化する必要がある。また、デジタル技術を活用し、まちづくりや他の輸送モードとも連携しつつ、バス
事業者が地域における総合的な交通サービス提供主体の中核となることも求められる。

　こうした状況変化のもと、バスを夢のあるプライドある産業として、さらに輝く時代になることを
目指し、「バス再興 10年ビジョン」を策定する。

2024 年 ９月
日本バス協会
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バス再興  10年ビジョン



バスが走って人々の生活や地域を支え続けていることは我々の誇り
夢のあるプライドある産業として、バスがさらに輝く時代を創る

安全安心なバスの実現
先端技術の活用などにより更なる安全への取組の強化
貸切バス事業者安全性評価認定制度の活用などで不適格事業者を解消
一般ドライバー、バイク、自転車利用者、歩行者などへバスの安全運行のための交通ルールの理解・遵守のPR
道路やバス停留所の改修・整備による運行環境の改善 

▶
▶
▶
▶

利用者理解のもと、適時適切な運賃改定による事業基盤の強化
まちづくりや他の輸送モードとも連携しつつ利便性向上を図り、地域公共サービス提供主体の中核として移動手段を維持
その支援を国が自治体とともに強化するよう要請
観光バス・乗合バスの新たな需要創出 

▶
▶
▶
▶

運転士・整備士などの待遇改善による採用・定着
若年層や女性、外国人の採用の促進
運転士の高度な運転技量を広くＰＲしイメージアップ
カスタマーハラスメント防止など働く環境を改善 

▶
▶
▶
▶

▶

▶

▶
▶

▶

▶

地域総合交通産業として
維持発展

人材確保と働き方改革

次世代の
バス輸送への転換

EVバスなどの普及で
環境へ貢献 

国産ＥＶバスのほか、ＦＣＶバスなどクリーンエネルギーバスの供給の充実及び変電・充電
設備などインフラの充実
カーボンニュートラル実現に向けた取組への国や自治体の支援強化を要請 

自動運転の本格化 
実験段階から本格運行へ進め、2030年には路線バスでの自動運転を普及

自動運転においても、安全・安心確保の面で人の役割を重視 

完全キャッシュレス化
の実現 

現金とキャッシュレスで運賃に差を付けるなど実現に向けて環境整備
キャッシュレスを推進し、2030年には「運賃箱の無いバス」の本格的な普及により、運転士の
負担軽減と事業者のコスト軽減 

「バスを夢のある産業に」

2
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安全安心な
バスの実現

安全教習車

貸切バス事業者安全性評価認定制度 

安全運転コンテスト

ドライバー異常時対応システム

運転士の健康管理

安全研修施設

安全安心な点呼



4

コミュニティバス

貨客混載

自転車積載バスオープントップバス 従業員の待遇改善

カスタマーハラスメントの無いバスに

外国人運転士の採用促進

運転士・整備士の待遇改善

地域総合
交通産業として
維持発展

人材確保と
働き方改革
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AIオンデマンドバス

BRT（バス高速輸送システム） 

ICカード決済

バーコード決済

EVバス

FCV（燃料電池車）

自動運転バス

次世代の
バス輸送への

転換



6

会長あいさつ

　バスは、コロナ禍を経て、運転士不足、燃料高など深刻な問題に苦しんでおりますが、地域や生活
にとって無くてはならないものです。

　バスを夢のあるプライドある産業として、さらに輝く時代になることを 目指し、「バス再興　10 年
ビジョン」を策定しました。ビジョン検討部会の皆様はじめ、関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　時代の変化に直面する中で、バスは常に挑戦し続けます。そして、この10年ビジョンが実現するよう、
目指して参ります。

　最後になりますが、多くの方々のお力添えに、心から感謝いたしますとともに、バスの発展に向け、
御支援をよろしくお願い申し上げます。

日本バス協会
会長  清水 一郎

令和 6 年 9 月



2024年 9月　発行元　日本バス協会

バス再興　10年ビジョン

会　　長　清水 一郎（株式会社伊予鉄グループ　代表取締役社長）

日本バス協会

10年ビジョン検討部会メンバー

長尾　 真
齋藤　 隆
宮本 克彦
田端 英明
古川　 卓

部 会 長 　安全輸送委員長
　労 務 委 員 長
　貸 切 委 員 長
　地方交通委員長
　環境対策委員長

　（神姫バス株式会社　　　代表取締役社長）
　（京成バス株式会社　　　代表取締役社長）
　（東都観光バス株式会社　代表取締役会長）
　（三重交通株式会社　　　代表取締役社長）
　（東急バス株式会社　　　代表取締役社長）



 

 

 

 

一般社団法人 日本旅客船協会 
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子育て応援の取組について

令和７年１１月２８日

一般社団法人 日本旅客船協会



広い。

裸足で走り回れる。

「旅客船・フェリー」は、
小さなお子様連れのお客様を応援します。

１４１

４１

１

小笠原海運 授乳室

２

安心。

ぐずっていても大丈夫。

３

楽しい。

はしゃいでもOK。

（他のお客様に気兼ねすることなくご利用いただける環境をつくります。）



子育てにやさしい船内環境の整備等の事例について①

〇旅客船・フェリーでは、小さなお子様連れの方々にも安心してご利用いただけるよう、船内のアメ
ニティ設備の整備・充実に努めています。

２

◎宮崎カーフェリー株式会社 フェリーたかちほ・フェリーろっこう における船内環境整備の事例

• キッズコーナー

小さなお子様が遊べるスペースを設置。

フェリーろっこうのキッズコーナー内には、画面
上の黒板の中のこびとやシャボン玉等をタッチした
り線を引いたりすることができる「こびとが住まう黒
板」を常設。

• ベビールーム

授乳やオムツ替えなどにご利用いただける部
屋を設置。

室内の設備・備品として、流し台・おむつ交換
台・電気ケトル・ハンドソープ・洗剤・ペーパーを常
備。



子育てにやさしい船内環境の整備等の事例について②

３

◎マリックスライン株式会社 クインコーラルクロス・クイーンコーラルプラスにおける船内環境整備の事例

授乳室

キッズルーム



子育てにやさしい船内環境の整備等の事例について③

４

◎マルエーフェリー株式会社 フェリーあけぼの・フェリー波之上 における船内環境整備の事例

授乳室

コロナ禍の対応となりますが、与論島には医療施設が少なく島内では対応しきれ
ない症例の妊婦さん等、どうしても鹿児島や沖縄まで受診しに行く方法しかない
方に対して、NPO法人「よろん出産子育て応援隊あんまぁ～ず」からの依頼で、
２等客室運賃で感染リスクの少ない個室により近い寝台ベッドの部屋へ繰上げ対
応をすることで子育て支援を行ったことがありました。



子育てにやさしい船内環境の整備等の事例について④

５

◎オーシャントランス株式会社における船内環境整備の事例

キッズルーム

クッション材で囲まれたお子様用のスペースで子供用
玩具やDVDプレイヤーを備置。（DVDはお客様でご準備）



子育てにやさしい船内環境の整備等の事例について⑤

６

◎阪九フェリー株式会社（所有船舶全て）における船内環境整備の事例

・キッズルーム • 授乳室

運航中はテレビの映りが不安定な海域がある
ため、DVDを放映している。

【設備】おむつ交換台・授乳ソファ・洗面台・荷物
棚・アルコール消毒液・ペーパータオル



お客様の多様化するニーズを踏まえ、シャワー・トイレ設備等を備えた個室の部屋数の拡充、ペッ
トと共に入室可能な部屋など利用目的に応じたバリエーション豊かな客室を整備するほか、レストラ
ン、大浴場等パブリックスペースの充実にも注力し、船内における居住快適性の向上に努めています。

＜特等和室＞ ＜ウィズペットルーム＞

＜大浴場＞

船内における居住快適性の向上に向けた取組について

＜レストラン＞＜ペットテラス＞

７

＜特等和室＞



船員の「接遇向上」や「子育て支援」等に関する
意識向上に向けた取組について

〇日本旅客船協会では、高齢者や障害のある方々が乗船する際の船側（船員）の対応方法の修
得、意識向上に向けて「安全講習会」を全国各地で開催しています。

〇同講習会では、ユニバーサル社会の実現に向けて、社会福祉協議会などの協力を得ながら、
船員の接遇向上に向けた座学研修のほか、手話や実践体験講習などを実施しています。
また近年、ご利用者が増えているベビーカー使用者の方々への配慮といった子育て支援の必

要性の再認識等、更なる意識向上に努めています。

【安全講習会の様子】

８



その他、乳幼児連れの方、妊婦の方などを支援す
 ための取組について
① 乳幼児連れの方・妊婦の方などを、他のお客様より先に船内へご案内

② ベビーカー使用者に対する乗船客のご理解とご協力をお願いするポスターの
ターミナルや船内への掲示

③ 混雑時などにおいて、船内放送等で席の譲り合いをお願い

④ 乳幼児連れの方のエレベータ等の優先利用案内の掲示 等

「旅客船・フェリー」は、子育てにやさしい高品質
の輸送サービスの提供に取り組んでおりますので、
ご旅行や帰省の際の交通手段として、また、観光地
における遊覧船など観光コンテンツの一つとして是
非ご利用いただきますようお願い申し上げます。 ９



一般社団法人日本旅客船協会では、日頃、旅客船になじみのないこども達に乗船機会を提供し、海への親しみを深めること等を目的とし

て毎年、「こどもの日」及び「海の日」に小学生乗船無料キャンペーンを全国規模で、平成２５年度より実施しております。
令和７年の海の日には、７０社８５航路で実施し、８，６９７人の小学生が参加しました。
乗船無料ではなく、グッズプレゼント、船内レストラン無料を行った事業者もありました。

１０

こども達に乗船機会を提供する取組(小学生乗船無料キャンペーン)について

１．参加事業者 ・ 航路数の推移 ２．参加小学生の人数

・「こどもの日」キャンペーン
１１，０１３人
・乗船無料 ４，７５０人
・グッズプレゼントのみ ４，５９３人
・船内レストラン無料のみ １，６７０人

・「海の日」キャンペーン
８，６９７人
・乗船無料 ５，４５７人
・グッズプレゼントのみ ２，６８２人
・船内レストラン無料のみ ５５８人



小学生乗船無料キャンペーン参加事業者一覧

１１

「こどもの日 第２５回 小学生無料乗船キャンペーン」参加旅客船事業者一覧 「海の日 第２６回 小学生無料乗船キャンペーン」参加旅客船事業者一覧



令和７年に実施したキャンペーンの広報用のポスターデザイン

１２



 

 

 

 

一般社団法人 日本ホテル協会 
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ホテル業界における子育て応援の取組み

2025年11月28日

一般社団法人日本ホテル協会



会員ホテルの「産後ケア」の取組み
ホテル椿山荘東京は、婚礼や記念日をサポートする事業を展開しています。人生の節目
に寄り添うホテルとして、2024年2月に新たに産後ケアサービスを開始しました。
国内最大規模の産後ケアホテルブランド「AMATERASU」と提携し、産後のママや赤ちゃ
ん、ご家族を対象とした産後ケアサービスを提供しています。



会員ホテルの「産後ケア」の取組み
■ベビーケア
・24時間体制で、助産師、看護師、保育士が赤ちゃんを専用ルームでお預かりし、お
世話全般（沐浴、ミルク授乳、寝かしつけ、発達を促すアプローチなど）を担当。
・ベビーベッドごとにライブビューイングカメラを設置。ご家族は、客室からでも、
外出先からでもスマートフォン等から赤ちゃんの様子を確認できます。
・乳幼児体動センサーベビーアラームで、安全対策と見守りを実施。
・赤ちゃんに必要な消耗品（肌着、ミルク、おむつなど）を準備。



会員ホテルの「産後ケア」の取組み
■客室
・専用扉によって一般客室エリアとは仕切られており、部屋着でベビーケアルームとの
往来が可能。
・他者との接触を極力控えるためカーブサイドグリーティングおよび 客室でのチェッ
クイン。
・慌ただしさを感じることのないよう 2日に1度の清掃。
・全室に電子レンジ、 Free Wi-Fiを完備。



会員ホテルの「産後ケア」の取組み
■食事
・栄養バランスの取れたお食事で、身体の回復をサポート。
・約60品の豊富なインルームダイニングメニューの他、「AMATERASU」産後ケアサービ
ス限定のメニューを全6種類ご用意。
・朝食のメニューとして、ホテルの中国料理調理長が産後のママのために考案した特別
な薬膳スープ「温復優美」を提供。

■教室やイベント
ステイ期間中は、多彩な講師による育児教室や専門家による母子ケア講座のほか、各種
プログラムを受講可能。
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子育てにやさしい移動に
関する協議会

２０２５年１１月２８日

認定NPO法人びーのびーの

白石智子



認定N P O法人びーのびーの



子育て支援に必須な移動支援

(社)全国子育てタクシー協会事務局を
認定NPO法人びーのびーのが担っています

•陣痛時に公共交通機関を使用しての移動は心配

•こどもを預かってほしいけど、預かり所まで連れていけない

•０歳、２歳の子連れての移動は荷物も含めると大きな負担

•雨の時は外出を諦めます（多胎児家庭）

•維持費もかかるし、自家用車は持っていません

•共働きだけど習い事をさせたい

•頼めるママ友はいないし、申し訳ない

子育ての現場から

それぞれが
抱えている
課題が多数



(一社 )全国子育てタクシー協会

事務局の受託

045-717-9780

info@kosodate-taxi.com 

〒222-0037

横浜市港北区大倉山2-7-47



よこはま

ワクワクプラン

子育て世帯の移動に対する不安・

負担の軽減を図るため既存民間

サービス「子育てタクシー®」

の提供区域や供給量を拡大できる

よう、認定講習費・登録費等補助

などタクシー事業者への参入支援

を実施します。



ドライバー養成講座

カリキュラム

子育てタクシーに必要な知識

子どもの安全、救命救急

地域の子育て支援について（行政）

地域の子育て支援について（地域）

子育てママ体験講座



子育てママ体験講座

妊婦体験 チャイルドシ

ート取付練習
グループワーク

ドライバー役、

こども役、妊婦役

ロールプレイ

チャイルドシートの

メーカーの方による指導

ロールプレイを体験して

からの気づきを出し合う



ドライバーさん

ふれあい体験実習

受入れ予定人数

４ 0 人

地域子育て支援拠点にて

子育て当事者とのふれあい

約

子育てタクシードライバー増⇒子育て家庭の負担軽減へ



初めての地域との出会い

ゆっくり食事



移動支援が大事！！！



２０２５年度利用者状況

月 開館日 利用者

４月 ７日 １０組

５月 １０日 １３組

６月 １２日 １８組

７月 １４日 ２１組

８月 １３日 ５９組

９月 １１日 ２３組



びーのびーのは、こども家庭庁の

「はじめの１００か月育ちビジョン」

の地域コーディネーター養成事業に取り組んでいます

中・高生に向けて

ビジョンの説明

区民祭りで出展し、

普及啓発活動



＊こども家庭庁
「はじめの１００か月育ちビジョン」
資料より

こどもが
まん中
みなんなで
子育て


	【JR東日本】子育てにやさしい移動に関するJR東日本グループの取組み.pdf
	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4


	251114_00_JR西日本（こそモビ）.pdf
	スライド 1: お子様連れのお客様への取り組み
	スライド 2: お子様連れのお客様への取り組みについて
	スライド 3: お子様連れのお客様への取り組みについて

	民鉄による「子育て応援」の取り組み（2025年）.pdf
	スライド 0: 民鉄による 「子育て応援」の取り組み
	スライド 1: 1.西武鉄道　小児定期券を均一運賃で発売（2026年3月～）
	スライド 2: 2.東急電鉄　通学定期運賃値下げ
	スライド 3: 3.首都圏新都市鉄道　通学定期運賃値下げ（2026年3月～）
	スライド 4

	【提出版】東京都交通局_令和7年度こそモビ協議会提出資料.pdf
	スライド 1

	Ｒ7　日本旅客船協会  (子育てにやさしい移動に関する協議会)　　.pdf
	スライド 1: 子育て応援の取組について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

	ホテル業界における子育て応援の取組み.pdf
	スライド 1: ホテル業界における子育て応援の取組み 
	スライド 2: 会員ホテルの「産後ケア」の取組み
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

	こそモビ協議会資料ーびーのびーの.pdf
	スライド 1: 子育てにやさしい移動に 関する協議会
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: ２０２５年度利用者状況
	スライド 12
	スライド 13


